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クト 2 と連携し本研究を進めてきている。 
平成 23 年度は、引き続き研究目的の（1）から（4）を進めた。山古志に関しては、3 月と 8 月
に地域復興支援員制度に関する補完調査を実施した。平成 23 年度の研究成果の公表状況について
は、日本建築学会大会（関東）で 4 本の口頭発表、日本都市計画学会学術研究論文発表会（査読
付）で 2 本の学術論文と口頭発表であった。 
平成 24 年度は、タイの調査を補完しつつ、プロジェクト最終年度として本研究の目的である（5）








第 1 回研究会は平成 22 年 5 月 8 日に、平成 22 年度東洋大学研究所プロジェクト（研究代表者：
川澄厚志）と、ACHR（アジア居住ネットワーク）勉強会（稻本悦三主宰）との共同研究会（於
東洋大学）として実施した。 
第 2 回研究会は平成 22 年 12 月 3 日に、宮島良明研究員と年度末報告書に向けた打ち合わせ（於
北海学園大学）を実施した。 




第 4 回研究会は平成 24 年 8 月 20 日に実施した（於タイ・バンコク都）。参加者は、吉田圭助
研究協力者とアン・ジャルーンエンサイ研究協力者であり、平成 24 年 8 月 18 日と 19 日に実施
したナタポー村での現地調査の報告や年度末報告書、プロジェクト成果報告書に向けた打ち合わ
せを実施した。 
第 5 回研究会は平成 24 年 9 月 9 日に実施した（於新潟県長岡市山古志地域）。参加者は、佐々
木康彦研究員であり、平成 24 年 9 月 8 日に実施した山古志地域での現地調査の報告や年度末報
告書、プロジェクト成果報告書に向けた打ち合わせを実施した。 





















① 平成 22 年 8 月 5 日－8 日：山古志（出張者：佐々木、川澄） 
② 平成 22 年 9 月 14 日－17 日：タイ、スパンブリ県・ウタイタニ県（出張者：宮島、川澄） 
③ 平成 23 年 8 月 6 日－7 日：山古志（出張者：佐々木、川澄）、福祉社会開発研究センターと
の共同調査。 
④ 平成 23 年 9 月 8 日－14 日：タイ、スパンブリ県・ウタイタニ県（出張者：宮島、川澄） 
⑤ 平成 24 年 8 月 17 日‐20 日：タイ、ウタイタニ県（出張者：川澄） 
⑥ 平成 24 年 8 月 29 日‐9 月 6 日：タイ・ナコンシータマラート県（出張者：宮島、川澄） 
















平成 24 年 8 月と 9 月のタイ現地調査において質問紙調査を実施した。質問紙調査の有効回答
数は、ナタポー村が 74 票（全世帯の悉皆調査）、キリウォン村が 130 票（全世帯 1050 世帯から
のランダム抽出）であった。調査結果の詳細は、第 2 部の研究成果報告を参照にされたい。 
 










来』、博進堂、2013 年 4 月刊行予定 
（6） 佐々木康彦、「外的パワーと持続的むらづくり」、菊地章太他編、『山古志を生きる－山あいの
小さなむらの未来』、博進堂、2013 年 4 月刊行予定 
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 実際のアンケート調査は、2012 年 8 月から 10 月にかけて行った。図表 1 はアンケート調査の
結果概要をまとめたものである。 
アンケート調査の有効回答数は、キリウォン村が 130、ナタポー村が 74 である。アンケート回





したひとが 73 人と、全体の 56.2％をしめている。なかでも、大学、短大、技術専門学校、大学
院と回答したひとが 44 人（同 33.8%）いた。大学などがバンコク近郊に多く存在する現状をふま
えると、キリウォン村の若いひとのなかには、一度、進学により村を離れ、バンコクなどの都市
部に出て行くが、卒業後、村に帰ってくるというパターンのひとが少なくないことがわかる。一








                                                   
i キリウォン村の概要については、地域活性化研究所の本年度成果報告書にある吉田報告を参照。 





























回答者の性別 （人） （％） 回答者の性別 （人） （％）
女性 96 73.8 女性 38 51.4
男性 32 24.6 男性 36 48.6
不明 2 1.5 計 74 100.0
計 130 100.0
世帯主 （人） （％） 世帯主 （人） （％）
世帯主である 31 23.8 世帯主である 50 67.6
世帯主ではない 78 60.0 世帯主ではない 23 31.1
不明 21 16.2 不明 1 1.4
計 130 100.0 計 74 100.0
年齢 （歳） 年齢 （歳）
平均年齢 38.8 平均年齢 53.2
標準偏差 12.9 標準偏差 14.5
学歴 （人） （％） 学歴 （人） （％）
小学4年卒 23 17.7 小学4年卒 42 56.8
小学校卒 10 7.7 小学校卒 21 28.4
中学校卒 16 12.3 中学校卒 6 8.1
高校卒 29 22.3 高校卒 3 4.1
技術専門学校 13 10.0 短期大学卒 1 1.4
短期大学 13 10.0 不明 1 1.4





婚姻形態 （人） （％） 婚姻形態 （人） （％）
未婚 29 22.3 未婚 5 6.8
既婚 84 64.6 既婚 47 63.5
離別 1 0.8 離別 5 6.8
死別 10 7.7 死別 16 21.6
不明 6 4.6 不明 1 1.4
計 130 100.0 計 74 100.0
回答者の職業 （人） （％） 回答者の職業 （人） （％）
公務員 4 3.1 農業 53 71.6
民間会社勤務 2 1.5 日雇い労働 4 5.4
自営業 4 3.1 不明 17 23.0

















世帯の特徴 （人） 世帯の特徴 （人）
平均家族構成員数 3.8 平均家族構成員数 3.4
平均労働者数 2.0 平均労働者数 2.4
世帯収入 （バーツ） 世帯収入 （バーツ）
平均（月額） 10,010 平均（月額） 17,749
債務の有無 （人） （％） 債務の有無 （人） （％）
債務あり 75 57.7 債務あり 40 54.1
債務なし 41 31.5 債務なし 31 41.9
不明 14 10.8 不明 3 4.1
計 130 100.0 計 74 100.0
債務の借入先 （人） （％） 債務の借入先 （人） （％）
銀行 36 48.0 銀行 9 22.5
民間貸業者 7 9.3 協同組合 28 70.0
協同組合 1 1.3 貯蓄組合 26 65.0
貯蓄組合 66 88.0 ビレッジファンド 38 95.0




*複数回答 計 145 100.0（75人）
債務の使い道 （人） （％） 債務の使い道 （人） （％）
住宅建設 16 21.3 日常経費 38 95.0
土地買収 1 1.3 教育費 9 22.5
日常経費 32 42.7 住宅修理費 1 2.5
教育費 16 21.3 借金返済 15 37.5
医療・福祉費 3 4.0 投資（起業） 38 95.0




*複数回答 計 110 100.0（75人）
債務平均額 （バーツ） 債務額 （バーツ）






第 2 部 研究成果報告 
報告② タイの産業村における居住環境の特性 






 タイにおける産業村開発事業は、1994 年からタイ工業省、観光庁、および日本の JBIC の支援
により開始された伝統工芸品の生産による村落開発政策であるⅰ。平成 24 年度における筆者らの
グループでは、この産業村開発事業を評価するにあたり、2012 年 8 月と 9 月にウタイタニー県の
ナタポー村とナコーンシータマラート県のキリウォン村において質問紙調査ⅱを行った。これによ
り、現在の両村の社会状況、および経済状況を量的に把握し、住民目線から本事業の評価を試み














ナタポー村は、バーンライ郡バーンライ地区から 1.5 キロ東に位置しており、74 世帯・約 400




                                                  
ⅰ タイの産業村プロジェクトの概要については、タイの農村コミュニティにおける地域振興及び居住環境に関す
る一考察－産業村開発事業の事例から－」、『住宅』、VOL.59、pp.76-81、2010 年 1 月、および『東洋大学地域活
性化研究所所報』No. 8、No. 9 を参照。 


















表 1 ナタポー村のインフラ整備に対する満足度（N=74） 
電気設備 水道設備 下水設備 行政サービス（注1）
大変満足 0 0 0 0
満足 65 3 0 6
普通 9 8 15 67
不満足 0 63 59 1
大変不満足 0 0 0 0
平均値（注2） 0.878 ‐0.811 -0.797 0.067  
注1 行政サービスは、ゴミ収集や教育を想定して質問している。 











表 2 ナタポー村における住民の居住環境への満足度 
大変満足 満足 普通 不満足 大変不満足 平均値
現在の居住環境 0 72 0 0 0 1.000
文化・娯楽施設 0 74 0 0 0 1.000
自然環境 8 66 0 0 0 1.108
教育環境 0 70 1 2 0 0.932
公共交通 0 52 19 2 0 0.685
医療 0 6 60 7 0 -0.014
福祉・介護 0 11 59 3 0 0.110  
注 有効回答数は「現在の居住環境」が 72 票、「文化・娯楽施設」が 74 票、「自然環境」が 74 票、「教育環境」
「公共交通」が 73 票、「医療」が 73 票、「福祉・介護」が 73 票となっている。 
 





 将来どこに住みたいのか尋ねたところ（N=74）、「現在いる場所」と回答した住民は 73 人
（98.6％）、「保障された場所ならばどこでも良い」と回答した住民は 1 人（1.4％）であった。 










置する山々に囲まれた農村コミュニティである。2007 年 8 月時点では 860 世帯、約 3,200 人の住







も、タイ一村一品運動（One Tambon One Product：OTOP）にも一部参入し、対外的にも広く
活動している（詳細は吉田圭助の報告（第 2 部報告③）を参照にされたい）。 
質問紙調査の結果を主に、住民自らの村の居住環境の評価について整理する。 
キリウォン村の電気設備、水道設備、下水設備などインフラ整備への満足度について、それぞ
れ平均値を算出したところ（表 3）、電気設備が 0.394、水道設備が－0.151、下水設備が 0.098 で
あった。電気設備と下水整備に関しては平均的な評価であったが、水道設備は満足度が低いとい
える。ゴミ収集や教育などの行政サービスについては 0.008 であり、平均的な評価であった。 
 
表 3 キリウォン村のインフラ整備に対する満足度 
電気設備 水道設備 下水設備 行政サービス
大変満足 5 5 3 3
満足 66 30 18 38
普通 31 37 16 44
不満足 24 49 9 39
大変不満足 1 5 5 3
平均値 0.394 -0.151 0.098 0.008  















答）、「麻薬」が 54 人（83.1％）、「ごみ」が 24 人（36.9％）、「住宅」が 1 人（1.5％）、「立ち退き
（土地の保障）」が 2 人（3.1％）、「騒音」が 11 人（16.9％）、「大気汚染」が 3 人（4.6％）、「人
間関係」が 4 人（6.2％）、「交通」が 4 人（6.2％）、「盗難」が 4 人（6.2％）、「水道」が 24 人（36.9％）、
「下水道」が 6 人（9.2％）、「賭博」が 10 人（15.4％）、「電気」が 7 人（10.8％）、「住宅登録証」
が 1 人（1.5％）、「公共スペース」が 1 人（1.5％）、「汚臭」が 7 人（10.8％）であった。以上の
結果から、順位別にみると、①麻薬、②ごみ・水道、④騒音、⑤賭博となる。 
 将来どこに住みたいのか尋ねたところ（N=124）、「現在いる場所」と回答した住民は 94 人
（75.8％）、「保障された場所ならばどこでも良い」と回答した住民は 28 人（22.6％）、「現在いる
場所から近く、政府支援による保障された場所」と回答した住民は 2 人（1.6％）であった。 












表 4 キリウォン村における住民の居住環境への満足度 
大変満足 満足 普通 不満足 大変不満足 平均値
現在の居住環境 35 73 15 3 0 1.111
文化・娯楽施設 16 79 27 2 0 0.880
自然環境 74 45 8 0 0 1.520
教育環境 4 68 50 4 0 0.571
公共交通 10 73 39 3 1 0.698
医療 7 77 34 4 1 0.691
福祉・介護 8 71 39 6 1 0.632  
注 有効回答数は「現在の居住環境」が 126 票、「文化・娯楽施設」が 124 票、「自然環境」が 127 票、「教育環





































































工業省産業促進局（Department of Industry Promotion、以下 DIP）が、1994 年より実施し
た産業村プロジェクト（タイ語名：khrongkaan muubaan utsaahakam：โครงกานหมูบานอุตสาหกรรม）
は、農村の産業や手工業を促進する目的で開始された。プロジェクトは第 1 期から第 3 期に区分
されており、実施期間はそれぞれ 3 年である。参加した村は第 1 期（1994-1996 年）が 117 村、
第 2 期（1997-1999 年）が 141 村である。産業促進局の評価基準により、期毎に優秀な産業村が




ロジェクト（タイ語名：khrongkaan muubaan utsaahakam chonnabot pua kaanthongtiau：
โครงกานหมูบานอุตสาหกรรมชนบทเพื่อการทองเท่ียว）が実施された。大平（2008）によると、「1998 年にこ
の 3 機関（国際協力銀行、タイ政府観光庁、工業省産業促進局）は産業村のうち有望な 20 の村に
コミュニティ・センターを建設し、そこでの生産者グループの活動を促進させるべく、円借款事
業の対象とすることで合意することになる。」とある。このプロジェクトに参加した村は 20 村で
あり、既存の産業村プロジェクトから 4 村が選定されている（参加村 20 村の概要は表 1 を参照）。





既存の産業村プロジェクト第 3期に関しては、第 1期と第 2期で優秀な産業村に選ばれた村や、
産業村プロジェクトに観光庁と JBIC が結びつき実施された産業村プロジェクトに参加した村 20
村から計 67 村が参加し実施された。第 3 期に関しては、DIP より最終的な報告書は出されてい
ない。 
本稿で取り上げるキリウォン村は、観光の要素を取り入れた産業村プロジェクトに参加した村









表 1 産業村プロジェクト参加村（20 村）の概要 
番号 1 2 3 4 5
地方 北部 北部 北部 北部 北部
村 Baan thoong Faai Baan Sathaan Baan Paapu Baan Sanpaamuang Baan Thungluang










宗教 仏教、キリスト教 大部分は仏教 仏教、キリスト教 住民の多くは仏教 住民のほとんどが仏教























- － 第1期に参加 - 第2期に参加
番号 6 7 8 9 10
地方 北部 中部 中部 中部 中部
村 Baan Naatoncan Baan khaam Baan Baangcaochaa Baan Naataaphoo Baan Noongkhaau










宗教 住民のほとんどが仏教 住民のほとんどが仏教 大部分は仏教 大部分は仏教 住民のほとんどが仏教


































番号 11 12 13 14 15
地方 中部 東北部 東北部 東北部 東北部
村 Baan Huaikriap Baan Chiang Suun Klaang Chumchon Tambon Huaiphai Baan Phookoong Baan Naayaangklak













宗教 住民の大部分は仏教 住民の多くは仏教 仏教 仏教 大部分は仏教



























- － － - －
番号 16 17 18 19 20
地方 南部 南部 南部 南部 南部
村 Baan Phumriang Baan Naatiin Baan Kalai Baan Khiiriiwong Baan Naatham










宗教 大部分は仏教 ほとんどがイスラム教 大部分は仏教 ほとんどは仏教 大部分はイスラム教、30%は仏教























出典："เสนทางภูมิปญญา หมูบานอุตสาหกรรมชนบทเพื่อการทองเที่ยว"（参考文献 5）を元に筆者訳・作成 
注：「DIP による産業村プロジェクト参加状況」項目に関しては、産業村プロジェクトの報告書である"หมูบานอุตสาหกรรมดีเดน 








は、グーグル・マップの経路検索によると、792.8km、車で 9 時間 51 分である。国道 4 号線を
南下、チュンポーン県から国道 41 号線に入りさらに南下していく。ランサカー郡へ抜ける 4015
線を走り、ランサカー郡からはカーウルアン山のある北方へ約 9km で到着する。村からナコーン
シータマラート市内までは約 30km である。 
2012年 8月 31日午後 9時に、キリウォン村での調査のためバンでバンコク都アソークを出発、
食事等の休憩をして、スラータニー空港に到着したのは 9 月１日午前 9 時で距離は 703km であ
った。11 時過ぎにスラータニー空港を出発し、何度か道に迷いながらキリウォン村に到着したの





図 1 キリウォン村の位置 








キリウォン村は 4 つの小村から成り、総面積は 16,250 ライ（1 ライ＝1,600 平方メートル）で
ある。キリウォン村（小村 5）、キリトーン村（小村 8）、クンキリ村（小村 9）、キリタム村（小
村 10）である。4 つの村の名称には、「キリ」が共通してつくが、「キリ」はそれぞれが同じ村で
あるということを表し、「山の包囲圏にある村」という意味である。4 つの村を合わせ、世帯数は
1,050 世帯、3,120 人の住民が生活している。この 3,100 人以上の内、男性は約 1,500 人、女性は















速に村を蘇らせた。貯蓄グループは、1975 年に発生した水害後の 1980 年に設立された。設立当
































2012 年 9 月 1 日から 2 日間の現地調査では、キリウォン村の住民グループを中心に聞き取り調
査を行った。以前は 25 グループがあり、その内 5 グループが OTOP を取得しており、20 グルー
プは取得していなかったとのことである。現在は 10 のグループが活動をしており（表 3）、訪問
したグループは、表 3 中の 1）果実グループ、2）キリウォン村ハーブの家グループ、4)産業グル
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ープ、5)葉グループ、の 5 グループである。 
 
3.1 果実グループ 













表 3 キリウォン村で活動をする住民グループ 






klum baan samunphrai baan kiriwong
キリウォン村染物　グループ
กลุมผามัดยอมบานคีรีวง
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